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「小須戸中学校・科学研究部」

「第２回小須戸地区カーリンコン大会」申込締切2月21日（水）迫る！　◆日時　3月3日（日）　8：30～15：00　◆会場　小須戸体育館

◆参加資格　どなたでも（小須戸地区在住・在勤・在学の方）　3人1組　先着16チーム ◆参加費　1チーム　1,000円

◆申込先は小須戸コミュニティ協議会事務局　（まちセン2階）　☎0250-47-3665　◆参加賞・上位入賞チームには賞品あり！（た）

小須戸文化協会サークル紹介小須戸文化協会サークル紹介 「英会話」「英会話」５ （協力：小須戸文化協会）

　英会話は毎週月曜日　19時から20時

30分まで「まちセン」でアメリカ人講師

のショーンさんをお呼びして、英語で

のコミュニケーションの取り方を楽し

く学んでいます。

　12月18日（月）の活動日には、各自最

近の出来事について発表し、その内容

について英語で質問したり、文法を確

認したりしました。

　見学・体験など希望者は38-3087（小柳

えり子さん）までご連絡ください。

　久保  康雄さん

(旧小須戸町四之町在住)

死んでみて、初めて知った。人生は、やり直せるー。

「生きる」ということ。その真の意味を問いかけて

世界の映画祭で称賛を浴びたヒューマン・ファンタジー‼

出演：斎藤洋介、峰岸徹、根本博成、石橋けい他

第13回ミンスク国際映画祭コンペ部門映画記者審査員

特別賞受賞ほか

※映画だけの入場は無料。当日直接会場へお越しください。　

小須戸老人福祉センター

第８回　３月1２日（火）１３時半～の　上映作品は

「リバーサイドシネマ」

「人生ごっこ」「人生ごっこ」

＜暖房器具の取り扱いに注意！＞

　冬は、石油ストーブを原因とする火災が増えます。主な原因は、

・衣類やカーテンに着火する。

・ガソリンを間違えて給油し異常燃焼する。

・給油時にキャップの締め付けが緩く、漏れた灯油が熱いストーブに

　かかり発火する。等があります。

※対策は、ストーブの周囲にものを置かない、給油は消火してから行い、

　キャップは確実に締めましょう。

＜火事・救急・救助は１１９番！＞

新潟市消防局は、１１９番通報が入ると通報した場所が瞬時に分かり短

時間での出動が可能です。最寄りの消防署や出張所へ電話を掛けた場合、

住所を聴き取り地図で場所を確認した後出動するため、時間が掛かります。

時間とともに火災は拡大し、救急は重症化する恐れがあります。

火事・救急・救助は、１１９番通報をお願いします。

冬期間の火災予防と１１９番通報　秋葉消防署小須戸出張所

（冬の火災について消防からのお知らせです）

公民館報編集委員を募集します

　公民館事業や地域の明るい話題を提供する

公民館報の編集委員を募集します。

　毎月第三火曜日の「公民館報編集会議」へ

の参加と、数か月に一度「ちょこっと一言」の

執筆依頼、「編集委員のつぶやき」の執筆を

お願いします。

　ご興味のある方は小須戸地区公民館

（電話 0250-25-5715）までお問い

合わせください。

　私は今回で３度目のボランティアをしました。この

ボランティアでは、地域のお年寄りや一人暮らしの障

がい者の方々にお弁当を届けるというものですが、目

的はお弁当をただ届けることではなく、そこに思いを

のせて渡すということです。

中学１年生時から３年連続で配達ボランティアを行っ

ている 長内 あかりさんの感想

お弁当に添えられた手書きのメッセ―ジカード 一人暮らしの高齢者宅を訪問する中学生
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　私は、最初のときこそ、緊張していましたが、２回、３回と参加する

うちに、思いをのせて渡すということにも慣れ、無事に活動を終えるこ

とができました。

　このボランティアに参加する中学生の人数は少なくなっていますが、

こんなに素敵な活動を中学生の人数不足でなくすわけにはいきません。

どうか、このボランティア活動が長く続きますようにと、祈るばかりです。
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題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは２月20日（火）となります。
　　　　　　　　　　　　ご理解の程、よろしくお願いいたします。
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◆日時　3月3日（日）10：00～13：00　◆会場　新津健康センター（秋葉区程島1979-4）　◆内容　バンド演奏、三味線演奏（新津健康センター）、　

ボウリング、バイキンマンたたき（新津育ちの森）、キッチンカー、　雑貨販売、じゃんけん大会など

◆問合せ　新津健康センター ☎0250-22-2940 　新津育ちの森 ☎0250-21-4152 ＨＰはこちら ➡

小須戸の町屋「薩摩屋」の模型
　「薩摩屋」（小須戸本町２丁目）の模型がこの度完成しました。これは

小須戸コミ協が昨年秋頃に田上町にお住まいの山際博さんに制作を依頼

したもので、実際の1/20の縮尺で全長217cm、制作期間約70日の大作で

す。写真ではなかなかサイズ感が伝わらないかもしれませんが、町屋特

有の間口が狭く奥が長い造りを見てみてください。

　模型は現在「町屋ギャラリー薩摩屋」で展示しています。２月１日（木）

から開催中の「ひな・町屋めぐり」の会場にもなっているので、会場に

お越しの際はぜひ

模型と実際の建物

を見比べて楽しん

で下さい。

　この模型は今後、

小中学生の地域学

習の教材や、地域

外からの視察研修

の際などに広く活

用していきます。

小須戸地区図書室 新刊案内

【一般書】

・『あなたが誰かを殺した』　

　東野 圭吾／著 （講談社）

・『今日から始める家庭の防災計画』　

　高荷 智也／著　（徳間書店）

・『50 代はやめどき、捨てどき、楽し

　みどき』　原田 さよ／著 （扶桑社）

・『図書館のお夜食』　

　原田 ひ香／著 （ポプラ社）

・『777 TRIPLE SEVEN』

　伊坂 幸太郎／著　（講談社）

・『80歳でも脳が老化しない人がやっ

　ていること』

　西 剛志／著　（アスコム）

・『北陸・金沢'24 まっぷるマガジン

　北陸　02』　（昭文社）

・『ヨモツイクサ』　

 知念 実希人／著　（双葉社）

【児童書】

・『コールテンくんのポケット』　

 ドン・フリーマン／作、

 木坂 涼／訳　（好学社）

・『「はい」「いいえ」ほうこく』 

 浜田 桂子／作　（理論社）

秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」

 ・誰でも年を重ねるごとに物忘れは多

　くなりますが、加齢による物忘れは、

　忘れていることに自分自身が気づい

　ていて、ヒントがあれば思い出した

　りできます。認知症は、「ごはんを食

　べたこと自体を忘れる」「今の季節、

　日にちや時間が分からない」等、生

　活に支障をきたしてしまいます。

 ・適度な運動、バランスのとれた食事、

　良く噛んで食べる等を心がけてくだ

　さい。また、睡眠は心と体の健康を

　保つために大切です。良い生活習慣

　を継続すること、日々の生活を工夫

　したり楽しむことが認知症予防につ

　ながります。

 ・ご家族や身近な方で、認知症と思わ

　れる方がいましたら、精神科、心療

　内科、物忘れ外来などの専門医に相

　談しましょう。また、「地域包括支援

　センター」へお気軽にご相談くださ

　い。

◆認知症について認知症について◆

【奨励賞】足がはやいカナヘビ
　       佐藤　介星さん（小須戸小２年）
　ぼくの大好きなカナヘビです。ずっとおせわを
していました。せなかのもようをつけたら、すてき
になりました。ていねいにインクをつけました。

【奨励賞】サーカスのテントをたてたよ　　　　　　　
　　     にいだ　あきなさん（小須戸小１年）
　わたしは、「虫たちのサーカス」という本を読
んで、そうぞうしたことをえにかきました。テ
ントの中では、虫たちがうたっています。

【優秀賞】本気でたたかうおうえんだん
　　　　 川瀬　遙椛さん（小須戸小４年）
　運動会でおうえんだんになり、おうえん合戦
を勝つぞという気もちでやりました。人をたく
さんかいてリアルに表す工夫をしました。

【奨励賞】ひさしぶりのけんかとうろう　　　　　　　
　　　　 藤田　敬大さん（小須戸小４年）
　ひさしぶりのけんかとうろうを見て、おもし
ろかったしうれしかったです。くりかえし色を
ぬっていい緑色ができました。

【特　賞】ある日のバスの中
　　　　 大田　陽葵さん（小須戸小４年）
　スイミングの級が上がらなかったけど、夜空
を見たら少し元気が出たときの絵です。重ね塗
りをしたら暗さの中に明るさが出ました。

【奨励賞】６年間すごした教室　　　　　　　
　　　　 川瀬　穂華さん（小須戸小６年）
　自分の描き方を出すために教室の床の場所
によって色を変えるところを工夫しました。ま
た、上手にできたところは机と椅子です。

第
54
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会
入
賞
作
品
紹
介

《山遊さん》
～山へ遊びに行きませんか～

参加者募集！

　矢代田の子どもたちは、旧暦の

桃の節句（４月３日）になると雛

祭りの菱餅にならい『ひし形餅』を

持って山へ遊びに行き、一日中楽

しんだそうです。

　この習わしを復活させ、みんな

で山へ遊びに行きませんか？

日　　時　　４月３日（水）小雨決行　　８時45分集合

集合場所　　大沢森林公園

行　　程　　９時 大沢公園 ⇒ 11時 高立山（休憩） ⇒ 12時 大沢公園

            ※状況により、変更になる場合があります。

定    員　　２０名（先着順）

参 加 費　　３００円（餅・保険代）当日徴収します。

持 ち 物　　タオル、飲み物、雨具等

問合せ・申込　　３月２６日（火）までに小須戸地区ふれあい会館へお申し込み

　　　　　　ください。　℡0250-38-3151（月曜・祝日休館）

注意事項　　山に登りますので、動きやすい服装と靴でお越しください。

　　　　　　小学生以下の方は保護者同伴でお願いします。 

　　　　　　トイレは大沢公園にしかありません。ご注意ください。

共催：小須戸地区スポーツ振興会・山の手コミュニティ協議会・小須戸コミュニティ協議会


	830[1]
	830[2]

